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量 は ， その 放出 ， 生産 の バ ラ ン ス に直接影響 されや

す い と考えられ，そ の 結果 が PAF 好染性 に 反映 さ

れ る 可能性が 大 きい 。従 っ て ミ ミズ水浸初期に み ら

れ た PAF 好染細胞数 の 激減の 現象を こ の 観 点 か ら

更 に 解析 して い き た い と考え て い る 。 長時間水浸 の

場 合 に は ，
エ ア レ ーシ ョ ン の程度に よ り結果 に差を

生ず る の で ，呼 吸 に 対す る 影響な ど も考え られ，更

に 検討を要す る 。

フ ナ 厶 シ の 体色変化 の 日周期性

山本芳弘 ・相 川満寿夫

（千 葉大学理 学 部生 物学教室 ・

帝 京大学医学部〉 ．

　 甲殻 類 の 体色変化 は神経分泌細胞か ら分泌 ti：’る
ホ ル モ ン の 支配下 に あ る 。

フ ナ ム シ の 体色変化 に 日

周期 V ズ ム が 見 られ るが
， その 要因を内因性に 重点

を お き，内分泌学的立場 よ り調べ た 。フ ナ ム シ は 体

長 4 〜5cm の 成熟雄を使用 し，
　 melanophere の 拡

散 ，収縮 の 状態 で 体色変化 を見た 。 自然環境下 の 正

常個体 の molanophore は夜半頃最 も靫縮 し，体色
は淡色に な り，明 方頃 よ り急 速 に 拡散 し，昼頃最大

に な り体色 は 黒 くな る 。 タ方 よ り再 び 収縮 して 真夜

中に 最小に な る 。 こ の 体色 変 化 の リ ズ ム は背景の 色

に 関係 な く持続す る。光，温度 ， 湿度の 恒常環境 下

に お い た時 こ の リズ ム は ど うな る か を確 かめた。暗

黒 中で 自然状態 下 と同 様， リ ズ ム は 7 日以上持続 し

た が，多少時間 ， りズ ム 巾に ずれ る もの が ある 。

一

定 照 明下 （3，600Lux ）で は リ ズ ム は 抑制され，3 ，4

11後に は 明 確 な リ ズ ム は 低下 し た 。 体色変化 の リズ

ム が 乱 れ る原因を求め て 次の 実験 を した。 1） 目を

黒 エ ナ メ ル で 塗 っ た 場合 。 自然状態 下，暗 黒 中で 背

景 に 関 係 な く正 常な リ ズ ム が 存在 した 。
2）両触角

を除去した 場合 は リズ ム は 正常で 影響 され な い 。 3）
視神経節を 電気 メ ス で 焼 い て イ ）暗黒 中， ロ ）一

定

照 明下 ，
ハ ） 自然状態 下 に お い た が，イ ），

ロ ）の 場

合は ほ とん ど リ ズ ム ら し き もの は消失 した が ハ ），
の 実験は手術後 2 日は 乱れ た が ，それ 以 後 は 少 し リ

ズ ム が 見 られ 7 日後に は程度は低 い が回復 し た 。 対

照実験の体の
一

部を焼却 した もの は 影響 され な か っ

た 。焼却 した 視神経 節 は 復眼近 くの 3 つ の 神経節球

部位 で あ る 。 昼夜の 明暗を逆転し ， また 位相をず ら

した時の リズ ム は，実 験 接 1 日は 以 前 の 正 常 な リ ズ

ム が 残 るが ， 3 日 以 後 に な る と 調整 され た 昼夜 の 状

態 に な る。こ れを再 び 正常状態下 に もど し た場合 も

1 〜2 日で も と の 日周 リ ズ ム に もど る。以 ヒの こ と

か ら体色変化の リズ ム は，明暗 に よ る光 の 外因的の

要因 の他に 内囚性 に 原因す る リズ ム が あ り，そ れ は

視神経節を除去す ろ こ と に よ り， 体色変化 の 日周期

リズ ム は 乱 され る。

ザ リガニ Y 腺細胞 に つ い て

　　　　 富脇 三 眷 ・武蜜葉子

‘熊本 大 学理 学部生物学教室）

　 最近 S   hasky ，　Aiken ，
　Watsen （1972） は，従来

長尾類 で Y 腺 と して 研究 され て きた もの は ， 短尾類

の 脱皮腺 と さ れ て い る Y 腺と は 異な り， む し ろ rnan ・

dibular　organ と相 同 な も の で あ ろ う と の 疑問 を 提

出 して い る
。 　しか し短尾類に お い て ，　 manClibular

organ もY 腺も共 に よ く似た内分泌腺 と して の構造

をも っ て お り ，
mandibular 　organ の 機能 も全 く不 明

で あ る の で 今後の 研究が 期待 され る と述べ て い る 。

　 われわれは上 の 議論 は 別 に して ，従来研究 して き

た ア メ リヵ ザ リガ ニ の Y 腺 に つ い て 次の よ うな 知見

を得た 。 すなわ ち （1）すで に 発表 した よ うに Y 腺細

胞 の 微細構造 は脱皮周期 に 並行 した 変化を 示す。 

両眼柄を除去 して 脱皮促進 の 状態 に す る と，
Y 腺細

胞の ミ トコ ン ド リ ア に 極 め て 顕著 な 形態的変化 が 観

祭 され る。く3〕エ ク ジ ス テ ロ ン E注射 に よ っ て Y 腺細

胞 に 誘導さ れ る膜系と巨 大 顆粒は 当初，脱皮 ホ ル モ

ン の 過剰 に 対す る Y 腺細胞の フ
ィ
ードバ ッ ク を 示す

もの と考え られた が，そ の 後，各種 の 蛋白質 や グル

コ
ー

ス な ど の 注 射 に よ って もほ ぽ 同様な変化が み ら

れ る こ とか ら， こ れらY 腺細飽の 変化 は動物 の 生理

状態を急 激 に 変化 させ る こ と ， すなわち動物をス ト

レ ス 状 態 に す る こ とに よ っ て 誘導され る と考え ざ る

をえな くな っ た 。 ゆ ザ リガ ニ に 各種の物質を注射し

た り，Y 腺 をとり出 して 短時間器官培養 した りす る

と， 上 述の 膜系 （滑面 小 胞体） の 増加 と と もに ， 細

胞内 へ の 物質 の とり込 み を示す よ うな像が観察され

る。こ の とき pinOCytotic　 vacuole の 形成 に は 細胞

表面に 存在す る偽足様突起 が 闘与して い る と考え ら

れ る。 と り込 まれ る 物 質 は最初 rnulti ！amellated
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